
令和６年度 阿蘇郡市教育委員会連絡協議会指定「学力向上推進地域」 

産山学園研究発表会 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容② 

学びとくらし、地域をつなぐ

教育活動の充実 

① ヒゴタイ・イングリッシュ 

② うぶやま学 

③ チャレンジ学習 

内容① 

実態をもとにした授業改善 

① 自力で情報を取り出す力を

つける授業づくり 

② 子ども自身が学びを確認す

る「まとめ」ができる授業

づくり 

校訓       We have a dream 私たちには、夢がある 

学校教育目標 

心豊かに、たくましく、互いに高め合う学園生の育成 

研究テーマ 

主体的に学習に取り組み、考えを深める子どもの育成 

 

 



１ 産山の教育について （産山の特色ある教育について） 

特色ある教育課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産山学園学力向上検証改善（PDCA）サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産山の教育について  

 

     産山学園学     改善（    ）    
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 学   に る  の授業を改善 

  的な取組（  を した取組）

前期課程（６年） 後期課程(３年）

　小学校学習指導要領を準用 　中学校学習指導要領を準用

前期行事 後期行事

1 2 3 4 5 6 7 8 9

１ｓｔ行事 ２ｎｄ行事 ３ｒｄ行事

教

育

課

程

指

導

計

画

上

の

工

夫

特例教科：英会話・う学・Ｃ学

４ ３ ２

１ｓｔ ２ｎｄ ３ｒｄ
一部教科担任 教科担任制

義務教育学校としての

特例

・専科指導

・専科＋ＴＴ

ＵＤやＡＬの視点での

授業改善には授業準備

効率化が必要

前提条件としての規律

指導

担任との連携

区分による行事の精選

（目的－内容－方法を

明確にした活動）
中１ギャップ

身体的発達・自己肯定感の低下に対応

小４ビハインド

抽象的・論理的思考へ

小１プロブレム

自覚的な学びへ



 

◆授業における学園生・教職員の状況から 

 

 

 

 

 

 

 

◆学力調査等の結果から明らかになった課題 

 

 

 

 

 

◆問題分析から明らかになった学習指導の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学園生の実態 

 

研究のグループ 

 

b 柱１「実態をもとにした授業改善」のための研究の方法 

 

 

 

● 課題把握の場面で「自力で情報を

取り出すこと」に課題がある。課

題把握の場面での、教員の支援の

あり方や必要な手立てを行う必要

がある。 

● 「自分の考えがうまく伝わるよ

う、資料や文章、話の組立てなど

を工夫すること」に課題がある。

授業の終末に、学園生が主体的に

学んだことをまとめるために必要

な手立てを行う。 

● 感動体験や成功体験の項目に課題

がある。地域と連携して、産山の

特色ある体験活動の充実を図り、

学園生の自己肯定感を高めていき

たい。 

情報を取り出す力を高めるグループ 

書く力を高めるグループ 

伝え合う力を高めるグループ 
 

単元デザイングループ（内容２） 

一人一人の教員の課題を 

協働的に解決するグループ 

令和５年１２月に行った県学力調査によると、国語科では、前期課程において「知識・技

能」、「思考・判断・表現」の問題に課題が見られた。算数・数学科では、「思考・判断・表現」

の問題において全国の値を下回っている学年があった。 

「主体的に学習に取り組む態度」は、学力調査の結果では全国の値より高い結果であった

が、令和６年４月の学園生の意識調査では「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいたか」の質問に対して「あまり取り組めていない」と答えた割合が全国の

値と比べて高く、主体的に学びに向かう態度の育成に注力を注ぐ必要があると考えた。 

 

○ 友達や周りの人と話し合い、協力しながら学習をすることができています。 

○ 産山の良さを生かした学習が多く、様々な体験ができます。 

○ 学習や活動に一生懸命取り組みますが、一人で考えたり自分の考えを表現し

たりすることは苦手です。 

○ 学園生が「分かる」授業づくりを目指す一方で、先回りの支援や教師主

導による学習活動の場が多かったように思います。 

○ 学園生が自分に自信をもつために、体験活動を通して、学園生が達成感

を実感できるようにしたい。 
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目的に合った情報の整理の仕方を学んだ

り、選んだりする力を付ける必要があり

ます。 

 

複数の情報を整理すること

で、考えを明確にしたり、思

考をまとめたりすることがで

きると実感できるように指導

する必要があります。 



 

 第３学年 国語 説明文「すがたをかえる大豆」 情報を取り出す力を高めるグループ 

 
 

 

「食品名」を青、「お

いしく食べる工夫」を

赤、「作り方」を緑で

色分けして線を引くこ

とで、何がどこに書か

れているかを意識して

読めるようにした。 

 

 

 

 

大切にしたい表現を

視覚的に示すことで、

児童が、段落の順番に

ついて理解を深め、自

分なりの言葉でまとめ

ることができるように

した。 

 

       第９学年 音楽科 鑑賞「ボレロ」 伝え合う力を高めるグループ   

 

 

 

要素を、リズ

ム、音色、強弱に

限定することで、

情報を取り出しや

すくした。 

 

 

 

 
 

様々な表現に出会

わせることで、問い

に対してより適切な

情報を掴み、自分の

言葉でまとめること

ができるようにし

た。 

○う  筆者はなぜこのような「れい」のならべ方にし

たのか考えよう。（段落の構成の意図を考える） 

○ぶ  段落ごとに内容を確認

 し、比較する。 

 

 

○や  自分なりに根拠をもって段落の構成の理由を伝

え合う。 

 

○ま  段落の順番を決めるときに大切なことは何かを

自分の言葉でまとめる。 

○う  曲のつくりに着目して、ラヴェル作曲「ボレロ」の

特徴を捉えよう。 

 

○ぶ前半部分の曲の特徴を自分の言葉でまとめる。  

机をたたいて確認 

 

○や後半部分の曲の特徴をグループごとに伝え合う。 

・  

 

○ま曲のつくりの特徴を自分の言葉でまとめる。 

 

内容① 研究の実際 

 

b 柱１「実態をもとにした授業改善」のための研究の方法 

 

２ 
「まとめ」で自分の学びを確認する手立て 

１ 
自力で情報を取り出す力を育む手立て 

２ 
「まとめ」で自分の学びを確認する手立て 

時間が書いてあったよ。だん

だん時間がかかっているね。 

作り方が分かりやすい順

に並んでいると思う。 

作り方がだんだん難しくな

っている。 

読む人が分かりやすいように

書いています。 

１ 
自力で情報を取り出す力を育む手立て 

リズムはずっと同じだな。 

100年もの間、長く演奏されている理由は何だろう。 

強弱は、どんどん大きくなっ

ているね。 

この音色は少し暗く感じたけ

れど、どう思う？ 

 

ボレロの曲の作りについては、リズムは最後まで変わ

らないが、楽器の種類や音色が増え、曲調がだんだん

強くなっていることがわかった。 



      第２学年 国語「お話の作者になろう」 書く力を高めるグループ                   
 

 

 

 

 前時に物語の設

定を書いた「お話

メモ」をもとに、

物語を書き始める

ようにした。自分

で書いたメモに、

線を引いたり囲ん

だりしながら、確

認した。 
 

 

 

 

 大切なことを話し合って明らかにし、板書

しておくことで、授業の終末に自分の言葉で

まとめを書くことができるようにした。 

 

 

     

第６学年 うぶやま学習 「戦争から学ぶ、『うぶやま』の平和」 単元デザイングループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○う１年生がわかりやすいお話にするには、どんなこ

とに気をつけるといいか、考えよう。 

（前時のメモをもとに今後の留意点を考える） 

○ぶこれまでの学習で書いた「お話メモ」をもとに、

１人でお話を書いていく。 

 

 

○やみんなと話し合って気をつけることを確認する。 

 

 

 

 

○まお話を書くときに大切なことは何かを自分の言葉

でまとめる。 

○各自が気をつけなければならないこ

 とを考えて書く 

過程 時間 学習活動等 

一次 ７ 

○修学旅行で訪れる長崎が、どのような場所
かを正しく知る。 
・千羽鶴に込められた思いを知り、鶴を折る。 
・長崎に行って自分の目や、耳、心で確かめた
いことをまとめる。 
○自分の身近なところにある戦争と平和につ
いて調べる。 
・自分の家族が受け継いできた戦争の話を聞
き、絵本にまとめる。 

二次 ５ 

○被爆体験の講話を聞いたり、フィールドワー
クをしたりする中で、平和の大切さについて
学ぶ。 

○修学旅行で学んだことをもとに、自分の考え
をまとめる。 

三次 ４ 

○平和学習を通して自分の生き方について考
える。 
・地域の方の話を聞く。 
・戦争によって失われたものを考え、自分たち
のくらしについて考える。 
・平和学習を通して学んだこと、感じたことをま
とめて発表する。 

内容② 学びとくらし、地域をつなぐ教育活動の充実 

 

○順番がわかる言葉を使うと

いいと思います。 

○主語「〜は」と、述語「どうす

る・どんなだ」をはっきりさせ

る。 

１ 
自力で情報を取り出す力を育む手立て 

２ 
「まとめ」で自分の学びを確認する手立て 

 

家族から聞き取った話を、オリジナル絵本に！ 

自分の国も、相手
の国もたくさんの犠
牲者が出る。大切な
人を失うものだと分
かった。今を生きる
人に、語り継いでい
きたい。 

「うぶやま」に住む方の戦争体験を生の声で！ 

 家族が受け継いできた戦争の話を、４冊の絵本に
まとめた。自分のくらしを見つめる機会となった。 

 

ひいじいちゃんと
ひいばあちゃんが、て
いねいに伝えてくれ
たから、戦争のことに
ついて正しく知ること
ができた。発表にも
自信がもてた。 

 「子どもたちのためなら！」と快く引き受けてくださっ
た。地域の方との交流を通して、互いに温かい気持
ちを共有し、地域とのつながりから学びを深めた。 

「がんばりや・あわてんぼう」などんぐりくんは、どんなお

話をするかな。会話文をたくさん書いてみようかな。 



                         ヒゴタイ・イングリッシュ 

 

 

 

 

 

 

 

                        第４〜７学年 ヘルパー活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           第９学年 子ども議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              体験活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

鯉農法による米作り 

 

地域の方に御協力いただき、

田植えの後に鯉を入れて、無農

薬による米の栽培を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の方にあか牛についてお

話していただき、あか牛ステー

キ給食を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和６３年から交互に訪問。

互いの故郷の良さについて体験

を通して理解を深めることがで

きた。 

うぶやま学の最終的なゴール

で、９年生が自分のふるさとを

見つめ、産山を将来どのように

したいのか、理想に向かって夢

や希望を語る。 

【これまでの取組】 

天文台の建設、「山鹿川」の名称

変更等 

第３６回派遣 

８月４日～２４日（３週間） 

生徒４名，引率教諭１名 

第３７回受入 

10月６日～26日（３週間） 

生徒４名，引率教諭１名 

  

 
 

【各学年の取組】 
４年：「ゴールドクラブ（介護予防・生

きがいづくり）会員との交流」 
５年：「通所介護事業所ほっと館利用者

への福祉プログラム提供」 
６,７年：「要支援者宅での見守り活動」 
 
※ 学園生の市民性を培うことに賛同す
る要支援者宅を訪問。 

 
※村社会福祉協議会及び民生委員と連携 
 

社会福祉の各取組を行うことで、産山
の一員としての自覚を深め、村民のウ
ェルビーングの向上に寄与する。 
 

「見守り活動」で会話を楽しむ支援者と

７年生 

「見守り活動」でカードゲームを楽しむ

支援者と６年生 

令和６年度ヒゴタイ交流は、  

３７年目を迎える。実践的な

学習を通して英語教育の充実

を目指している。 

 

 

 
産山の自然を生かして、家族で楽しめる施

設があれば、観光客が増えるのでは・・・ 

 
産山のキャンプ場に木造アスレチックを建

設すれば、産山ファンが増えると思いま

鯉農法による米作り 

 

 

夢の給食講話 

 

 

御所浦との海山交流 

 

 

 タイの学校で授業を受けました。 

  Let’s go to the music room! 

 
 

村当局と直接意見交換をす

ることにより、村民の一員

としての自覚を高める。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容①「実態をもとにした授業改善」のための研究の方法と２つの視点 

 

チャレンジ学 通称「チャレ学」 

ヒゴタイ・イングリッシュ（ヒゴタイ交流を核とした英語教育） 

ヒゴタイ交流を核とした英語教育の充実のために，１年生から９年生まで、英会話科
における英語教育の実施。 

 

英検 

１ 
自力で情報を取り出す力を育む授業 

        課題把握の場面での学び方を身につけた学園生 めざす学園生

児童・生徒の問いを引き出すととも

に、課題設定の方法や解決への見

通しのもち方も身につけさせたい。 

２ 
「まとめ」で自分の学びを確認する授業 

        「学んだこと」を自分の言葉で明らかにする学園生 めざす学園生

自分の言葉でまとめ

るためには、学年や

実態、各教科に合っ

た、言語活動も充実

させたい。 

授業改善の質を向上させ、学習効果の最大化を目指すカリキュラム・マネジメントの推進 

計画 
P 

 「授業改善プロジェクト」※を取り入れた

全職員による探究的な学びによる研修計画 

 学園生・授業者の課題把握の充実 

各種学力調査、質問紙の結果分析 

主体的に学習に取り組み、考えを深める子どもの育成を   授業改善 

 授業改善プロジェクトの実践 

研究テーマに沿って、授業者それぞれの課題解決のための取り組

みをチームで考え、研究授業と授業研究会を重ねる。 
実行 
D 

評価 
C 

分析 
R 

 授業改善の結果分析 

学園生の習得状況の結果分析 

改善 
A 

※参考 

「教師が育つ」校内研修モデルの開発及び普及 

熊本大学大学院教育学研究科 特任教授 前田康裕 

内容② 学びとくらし、地域をつなぐ教育活動の充実 

 自己の成長が実感できる体験活動や表現活動を行うことにより、学園生が学習における達成感を味わうととも

に、自尊感情を高め、自他を尊重しようとする豊かな心を育むことを目指します。 

実態分析をもとにした授業改善を行うことにより、学びに向かう力や自己肯定感が高まり、学園生が確かな学力を

身につけることを目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究のまとめ 

 
★☆★☆成果☆★☆★ 

教職員アンケートから（R7.2月実施） 

○ 一人一人が主体的に授業改善に取り組め

るよう、テーマごとにグループを作り、校

内研修に取り組んだ。お互いの授業作りに

アドバイスし合ったり授業を見合ったりす

ることが、授業改善につながったと考えら

れる。 

学園生の実態から（県学力調査 R5 と R6を比べて） 

○ 学び方を身につける手立てを充実させた

ことで、学園生が一人でも学習する自信が

高まり、「主体的に学びに向かう態度」が向

上したと考えられる。 

○ 自力で取り出した情報をもとに学習し、

実感を伴ったまとめの学習活動を充実させ

たことで、「思考・判断・表現」においても

向上したと考えられる。 

「i-check」の結果から       

（東京書籍総合質問紙調査 R5と R6の比較） 

○ 地域とつなぐ教育活動を充実させたこと

で、学園生が体験的に学んだり学習したこ

とを活用したりする機会が増え、「社会参

画」「感動体験」の項目において向上したと

考えられる。 

 

 

 

 

◆◇◆◇課題◇◆◇◆ 

●「まとめで自分の学びを確認す

る」ための授業改善をさらに充実

させる。 

●「成功体験・自信」における自己

肯定感の向上。 

 

●○今後の展望○● 

●教職員は、学園生が、本来もっ

ている主体性を発揮できる授業

改善を、今後も継続していく。 

●体験活動等における主体的な学

びや振り返りの充実を目指す。 

 

 

全
国
の
正
答
率
を
０
と
見
た
時
の
本
校
の
値 

全
国
の
平
均
を
５
０
と
見
た
時
の
本
校
の
値 


